
（敬称略）

◇岡本さん、卓話頑張ってください。

藍畑・後藤・橋本・石井・岩崎・泉・小山・楠本・

森本・野村・小倉・武田・竹村・谷峯・谷中・

上原・早稲田・渡口・山本・吉田・吉本

◇卓話、がんばります。 岡本

◇ライラへ行ってきました。 佐田・玉置

◇ご無沙汰です。香港、マカオ、沖縄、日本中を

２週間ほど、仕事で走りまくっていました。

北村

◇お久しぶりです。 中西

◇早退します。 中嶋

◇結婚記念日 杉若

◇本人誕生日 藍畑、谷中、中西、小倉

◇奥様誕生日 小倉、片井、佐田

◇お花頂きます。 佐田

■本日のプログラムは内卓として岡本 博君による会

員卓話です。後ほど宜しくお願い致します。

■3月29日(金)～31日(日)、ライラ研修セミナーが大阪

府立青少年海洋センターに於いて開催され、神島高

校から生徒２名に参加していただきました。当クラ

ブからは新世代委員長の平野好史君が、31日(日)に

は佐田一三君と玉置和男君に参加していただきまし

た。ご苦労様でした。

■本日は青少年交換プログラム長期受入留学生のユル

バさんの祖父母が来日されます。平野好史君と坂本

正人君とユルバさんに関空までお出迎えに行ってい

ただいております。しばらく日本に滞在されます。

■例会日時変更

◎白浜ＲＣ 4月 5日(金)→ 4月 5日(金)12：30～

場所：平草原公園

■メークアップ

◎3月29日(金)～31日(日)ＲＹＬＡ 平野君

◎3月31日(日)ＲＹＬＡ 佐田君、玉置君

■回覧

◎週報「田辺ＲＣ」「串本ＲＣ」

◎「ＪＣニュース3月号」

◎南方熊楠顕彰会様より「熊楠ワークス第41号」

「第23回南方熊楠賞 授賞式」のご案内

◎ガバナー事務所より「ガバナー月信4月号」

「『ロータリーの友』地区だより4月号」

◎青少年交換プログラムによりスウェーデンに留学中

の西岡あかねさんより「報告書3月」

■掲示

◎御坊南ＲＣさんと御坊東ＲＣさんから、4月1日より

事務局のメールアドレス変更のお知らせ

■連絡

◎ロータリーの友4月号が届いています。各自トレーに

入れてあります。よろしくお願いいたします。
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会員数 義務免除 欠席者数 本日出席率

52名 5名 9名 80.85％

3月13日修正出席率 86.05％

司会者

唱 歌

橋本 隆 会長

出席報告

田辺東ロータリークラブ週報

“ 奉仕の理想 ”

石井 達 君

会長報告

http://tanabe-east-rc.com/

幹事報告



第2640地区にはEクラブが2クラブあります。

先日私も、泉州KUMATORIロータリーEクラブ様にメイク

アップして参りました。例会開催の時間内の閲覧及びレ

ポートの提出、メイクアップ証明書の発行手数料をクレ

ジットカードにより決済が完了したことが確認されると、

田辺東ＲＣの事務局にメイクアップ証明書が発行されま

す。この制度を有効に利用していただいて、是非、クラ

ブの出席率の向上にご協力ください。

パソコンはあまり使わない、という方は、タブレット

かスマートフォン等をお使いいただくことをお勧めしま

す。ご不明な点がありましたら、岡本までお尋ね下さい。

第2640地区内のEクラブは

泉州KUMATORIロータリーEクラブ 様

URL http://senshu-kumatori-eclub.jp と

Rotary E-Club Sunrise of Japan 様

URL http://www.e-club-sunrise.jp

の2クラブです。

Ｅクラブについて

ロータリーEクラブは、基本的に通常のロータリークラ

ブと変わりません。会員は奉仕活動を行い、ロータリー

財団を支援し、親睦とネットワークを培っています。唯

一の違いは、Eクラブが例会をウェブサイト上で行うと

いうことです。定められた曜日と時間に例会場に行く代

わりに、Eクラブの会員は、一週間のうち、どの曜日や

時間にも例会に出席できます。

すべてのロータリークラブと同様、ロータリーEクラ

ブは毎週例会を開き、地元や海外の地域社会で奉仕プロ

ジェクトを実施し、ロータリー財団を支援し、会員同士

の親睦を楽しみます。また、奉仕に関心を寄せる会員、

親睦の機会、充実した指導者構造など、効果的なクラブ

としての重要要素も、従来のクラブと同じです。

2004年から2010年までの試験期間中、Eクラブは、355

の社会奉仕プロジェクト、106の国際奉仕プロジェクト、

55の職業奉仕プロジェクト、70の青少年奉仕プロジェク

トを実施しました。さらにEクラブは、ロータリー財団

に150,000米ドル以上を寄付し、これにはロータリーの2

億ドルのチャレンジへの寄付、約21,500ドルも含まれて

います。

Eクラブ運営について

Eクラブの例会は、独自のウェブサイト上で開かれま

す。正式な例会時間に、クラブのウェブマスター (ウェ

ブ担当者) またはクラブ幹事が例会ディスカッションの

資料を掲載するものとされていますが、会員は、その週

のうち、自分に都合のよい時間にサイトを訪れることが

できます。Eクラブの会員は、特定の主題やそのほかク

ラブに関する事柄について、チャットルーム機能やその

ほかの方法で話し合うことができます。Eクラブ会員の

プライバシーを尊重するため、例会の一部内容や会員の

データは、一般の閲覧者には見られないよう保護されて

います。

すべてのロータリーEクラブは毎週の例会をはじめ、

クラブの業務や運営をオンラインで行いますが、中には、

奉仕プロジェクトや半期・四半期に1度の夕食会、RI国

際大会など、年度中、さまざまな機会に直接顔を合わせ

ているEクラブもあります。こうした機会は、Eクラブ会

員同士の親睦を深める手段となりますが、あくまで任意

とされています。

Eクラブ利点

ロータリークラブはその地域で活動する会員で構成され

ますが、Eクラブでは地域に縛られることなく、全世界

から会員を募ることができます。また、家族や仕事上で

制約がある人、頻繁に旅行や出張をする人、移動手段が

限られている人などにとって、毎週例会場に赴くことな

く例会に参加できるのは大きなメリットと言えます。

それだけでなく、ロータリアンなら誰でもEクラブの

例会に出席して、欠席した例会のメークアップを行うこ

とができます。しかも365日24時間、日本にいながら世

界中のEクラブの例会に参加することができるため、Eク

ラブの会員だけでなく、すべてのロータリアンにとって

魅力的な存在となっています。

本 日 の プ ロ グ ラ ム

http://tanabe-east-rc.com/

岡本 博 君

Ｅクラブへのメイクアップについて


